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●対象 ●検討経緯

■長野県 小諸市 学校再編計画

芦原中学校区

芦原中

千曲小

水明小

坂の上小

平成28年13月～
平成30年1月

【全13回】

『小諸市学校改築・再編基本方針』小諸市教育委員会

令和4年6月

『小諸市学校再編基本構想』小諸市教育委員会

令和4年9月～
令和5年3月
【全8回】

【提言１】少子化の進展に対応した小中学校のあり方
【提言２】望ましい小学校の規模
【提言３】小中学校の配置及び学区について

（１）基本的な考え方
（２）望ましい小学校の規模
（３）小中学校の配置及び校区

平成30年11月

平成31年3月～
令和3年4月

【全21回】

• これからの時代を生きる児童
生徒が育つ望ましい学校の姿

• 児童生徒一人一人の学びを支
えるもの

• 施設一体型の義務教育学校に
することが理想的

• 芦原中学校区の小学校再編の
方向性

• 小諸東中学校区の小学校再編
の方向性

●小諸市学校教育審議会【答申・望ましい学習環境の見える化】

●小諸市長期学校改築計画検討会【提言】

【学校再編】
【教育の取組】
【校地の選定、施設維持に関する考え方】

令和5年4月

●小諸市学校再編計画検討懇話会

『小諸市学校再編計画（案）』小諸市教育委員会

小諸東中学校

次ページ以降で紹介

出典：小諸市ホームページ情報を基に作成

家庭

学校

地域

●保護者に支えられる家庭学習

●英語に親しむ学習

●地域ボランティアによるサポート

一体となって行う

地域 家庭

学校

• 資質・能力（学力）の向上
• 自ら学習を進める原動力を生み出す
• 未来への希望や志をもつことができる

求められる学校の実現に向けて
～教育を支える「ひと・もの・こと」の組織化～

一人一人の学びを支える
教育を推進するために
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２ 小中一貫教育の実施例

３ 市民参加による教育の推進

学校を核としたコミュニティ 市と民間
との連携• ボランティアによるさまざまなサポート

• 保護者、子ども、ボランティア

• 活躍の場づくり交流の場 • 共有化事例

４ 学びを支える環境を整える

• 保護者を支える相談体制、支援体制
• 合理的配慮、ユニバーサルデザインに
基づく学習と学校の環境整備

不登校対応

• 不登校対応の事例

• 小諸市の不登校
対応の現状

小中教職員
の交流

児童生徒
の交流

児童生徒
のつながり

• カリキュラム
マネジメント
の推進（教員
間の交流ゾー
ンの確保）

• 中学校専科教
員の授業を小
学生が受講

• まず出来ると
ころより行っ
ていく

• 中学校の空き
教室に小学生
のスペースを
確保

• 学級、学年、学
校を超えてつな
がりをつくる

• 交流スペースで
学年を超えて関
わりあう

• 再編の方向性に基づき、「計画案①」「計画案②」の２つの案を具
体的に検討して、校地の選定を行った。
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＜懇話会の構成＞

・学識経験者 2名

・学校関係者（市内校長会） 2名

・PTA代表 （PTA連合会） 2名

・幼稚園保育園代表（幼保保護者会） 2名

・地域代表（区長会） 2名

（民生児童委員） 2名

・経済界（小諸商工会議所） 1名

（小諸青年会議所） 1名

・市民公募 １名

＜検討経過＞

■長野県 小諸市 学校再編計画

●小諸市学校再編計画検討懇話会（令和４年度）

日程 内容

第１回 9月29日
義務教育における課題
これまでの検討経過

第２回 10月14日 変わる教育

第３回 10月25日 社会の求める人材

第４回 11月10日 小諸市学校再編計画案提示

第５回 12月14日
先進市視察
（義務教育学校 新設型/改修型）

第６回 1月10日 学校再編計画に関するグループ討議

1/24～2/2 中間説明会（小学校ごと）

第７回 2月14日
第６回及び中間説明会の報告
学校再編計画について（２案提示）

第８回 3月24日 まとめ

出典：小諸市ホームページ情報を基に作成



3

■長野県 小諸市 学校再編計画 ＜学校再編計画 ２案の提示＞

統合小学校の活用イメージ計画案①：統合小学校新設、既存中学校活用

計画案②：統合小学校と中学校を同一敷地で整備 既存中学校改修後の活用イメージ

出典：小諸市ホームページ情報を基に作成
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■長野県 小諸市 学校再編計画

• 学校再編計画を策定するに際しては、学校以外
の他の公共施設の複合化や財政面の課題、未
利用地の活用など、教育委員会だけでは対応
しにくい部分の検討も不可欠となる。

• そのため、市長部局と一体的に取り組む部局横
断的な検討組織が必要である。

• 教育委員会と市長部局が一体となって取組む
体制について、庁内、議会等へ合意をとり、「学
校再編検討協議会」を立ち上げた。

部
局
横
断
的
な
検
討
体
制
の
構
築
（
情
報
の
一
元
化
）

首 長 部 局

教 育 委 員 会

学校施設担当 学務課 教育総務課 学校長等

将来推計等（各計画案の策定）

空き     
活用

          化
地域拠点化
(時間外活用)

施設の
管理運営等

財政面
未利用敷地

等

教育委員会だけでは対応できないこと

●再編計画 を策定 ●児童生徒数の減少は少ない
⇒ 当面10年で対応すべきこと
将来の再編時期の明確化

芦原中学校区 小諸東中学校区

スクールバス

コミュニティスクール

スクールバス

コミュニティスクール
等 等

現 状

計画案

Ⅰ

計画案

Ⅱ

コスト コスト

プールの共用化

現在の４校は当面
維持する

プールの共用化

学校と他の公共施設の複合化

管理運営の見直し

コスト コスト

市 長 部 局

● 部局横断的な検討体制
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■大阪府交野市 交野市立第一中学校区魅力ある学校づくり事業

・地域協議会
メンバー ：第一中学校区関係者、自治会、ＰＴＡ、公募市民
構成内容：ワークショップを実施し、学校統合に関する課題として、整備期間中の

施設や通学の安全に関する課題、また新しい学校に取り入れたい機能
等を検討する。

●対象 ●構成：3つの意見交換等を行う場を設定している。

第一中学校

・教職員協議会
メンバー ：全14校の教職員
構成内容：ワークショップを実施し、新しい学校で子供たちに経験させたいことや、

地域の人とともにやってみたいこと、また新しい学校に必要な機能・教
具等を検討する。

・みんなでやってみよう科
メンバー ：新設校で活動したい地域の方々
構成内容：誰でも、どのタイミングからでも参加でき、フラットに話し合うことがで

きるワークショップを実施し、将来新しい学校で子供たちのために何か
活動をしたい、学校に関わりたい市民を集めて地域と学校との連携の
あり方に関する方法等を検討する。

出典：交野市立第一中学校区 魅力ある学校づくり事業 基本方針・基本計画
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● 講演会

● 検討経過
＜地域協議会＞

（講演会） （講演会後の感想・意見交換）

• 義務教育学校の学園長、大学教授、コミュニティデザイン会
社の代表による小中一貫校に関する講演会。

• 講演会の後に意見交換会を実施。感想の共有を行い気にっ
たことや質問等をカードにまとめ掲示することで意見交換
を行う。

※毎回、次回までの宿題として、独自のプランを考えたり、先進事例を調べたりす
ることなどを依頼している。

・事務局が3つのプランの提案をし、協議会メンバーが協議。

・全ての案を精査した結果新たなプランを追加し検討を進めた。

Ａ-１案 Ａ-２案 Ｂ案 Ｃ案

追加したプラン

出典：かたの あしたのがっこう しんぶん vol6.7

出典：かたの あしたのがっこう しんぶん vol3

■大阪府交野市 交野市立第一中学校区魅力ある学校づくり事業
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＜これまでの意見を反映させた基本設計プラン＞

出典：かたの あしたのがっこう しんぶん vol16

■大阪府交野市 交野市立第一中学校区魅力ある学校づくり事業
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■大阪府交野市 交野市立第一中学校区魅力ある学校づくり事業

● 検討経過
＜みんなでやってみよう科＞

●ビジョンのイメージづくり

出典：かたの あしたのがっこう しんぶん vol10

参加者がイメージする「新しい学校ができあ
がったときに実現したい状況」を絵や文字、写
真など使い表現しました。

自分がイメージに描いた実現した状況（ビ
ジョン）を想像しながら、新しい学校ができる
交野小学校の周りを歩きました。

●フィールドワーク

歩いて気づいたことを積図を見ながら共有した

• 地域と協力した学校運営のあり方を考えるために、新しく意
見交換できる場。

• 学校と地域が連携していくために、実際にどんな活動をす
ればいいのかを他の事例から学んだり、実際に市民等と一
緒に取組を企画している。

●新しい学校のイメージ



➢ 光が丘地区の小中学校は、令和４年度に青葉小学校、令和５年度に並木小学校でクラス替えができな
い１学年１学級の学年が発生し、過小規模校（※）になることが予測された。

➢ 過小規模校で学ぶ子供たちのために、多様な考え方に触れることができる学習環境の整備が求めら
れたことから、光が丘周辺地域の望ましい学習環境の実現に向けた検討を行った。

●対象
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●検討協議会の構成

・光が丘地区まちづくり会議会長から推薦された者
：７名

・光が丘公民館長から推薦された者 ：１名

・光が丘小学校ＰＴＡ会長から推薦された者 ：２名

・並木小学校ＰＴＡ会長から推薦された者 ：２名

・陽光台小学校ＰＴＡ会長から推薦された者 ：２名

・青葉小学校ＰＴＡ会長から推薦された者 ：２名

・緑が丘中学校ＰＴＡ会長から推薦された者 ：２名

（※ 過小規模校：11学級以下の小学校、５学級以下の中学校）

出典：光が丘周辺地域小・中学校の学習環境にかかる検討結果報告書

並木小

青葉小

■ 神奈川県相模原市 光が丘地区学校再編



●検討経過

10出典：「光が丘周辺地域小・中学校の学習環境のあり方検討協議会ニュース」vol.9

■ 神奈川県相模原市 光が丘地区学校再編

回数 開催年月日 主な内容

第１回 平成30年 8月7日 教育委員会から、児童生徒数の状況や学校規模の考え方等について説明

第２回 10月31日 グループワーク（小中学校を取り巻く現状と課題について）

第３回 平成31年 1月25日
グループワーク
（現状の学校規模と望ましい学校規模の良い点、不安な点について）

第４回 3月14日
グループワーク
（現状の通学区域の良い点、不安な点とそれを解消したことによる効果について）

第５回 令和元年 7月16日
グループワーク
（過小規模校の発生回避の観点で設定した3つの再編案の比較検討）

第６回 10月31日
グループワーク（過小規模校の発生回避・通学区域の不一致の解消の観点で設定した
4つの再編案の比較検討）

新型コロナウイルス感染症対策による会議開催の自粛

第７回 令和２年 12月7日 検討結果報告書（骨子）の検討

第８回 令和３年
2月15日
～22日

検討結果報告書（案）、保護者への意見聴取（案）の検討（書面協議）

3月2日
～4月18日

検討結果報告書（案）に関する保護者への意見聴取（書面）を実施

第９回 4月28日 意見聴取結果を踏まえた検討結果報告書の取りまとめ

以降、青葉小学校の再編については「検討部会」で、並木小学校の再編については「検討協議会」で話し合いを続けている。
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●第１段階 青葉小学校の再編について

出典：相模原市ホームページ

■ 神奈川県相模原市 光が丘地区学校再編

●第２段階 並木小学校の再編について

➢学校再編にあたって生じる通学区域の変更への
対応（通学距離が長くなる地域への指定変更許
可区域（※）の設定の検討）や、子供たちが環境
の変化に適応するための取組（学校間での合同
行事の実施等）を進めている。
※ 指定された学校とは別の指定した学校へ変更することが

できる区域

＜スケジュール＞

＜スケジュール（予定）＞

➢これまでの検討結果から、並木小学校を「弥栄小学校に再編する案」と「光が丘小学校に再編する案」の2つの案があり、現在、どち
らの案になるかの話し合いを進めている。

➢再編時期はまだ決まっていない。仮に、スケジュールどおり進んだ場合は令和6年夏頃に決定する予定だが、準備期間を考慮すると
令和8年度以降になると思われる。



➢青葉小学校の跡地の利活用については、光が丘地区の公共施設再編に向けて、小学校再編の進捗状況を踏まえながら、閉校を
想定した取り組みとして今後の基本構想や計画につなげていくために、首長部局のアセットマネジメント推進課が事務局となり、
学校再編と並行して市民ワークショップを開催した。
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●青葉小学校跡地活用「光が丘地区の公共施設再編に向けた市民対話ワークショップ」

●検討委員会の構成

●検討経過（令和３年度）

出典：相模原市ホームページ

■ 神奈川県相模原市 光が丘地区学校再編

［第２回施設見学の様子］

［グラフィックレコーディング］

• ワークショップの内容は、
毎回、イラストと文字を用
いてリアルタイムで記録す
る「グラフィックレコーディ
ング」で記録して、その日の
成果を参加者と共有した


	スライド 0: 合意形成プロセスに関する事例
	スライド 1
	スライド 2
	スライド 3
	スライド 4
	スライド 5
	スライド 6
	スライド 7
	スライド 8
	スライド 9
	スライド 10
	スライド 11
	スライド 12

